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請
求
権
代
位
と
損
害
額
の
主
張

新

山

一

範

１

は
じ
め
に

保
険
法
施
行
前
の
商
法
（
以
下
、「
改
正
前
商
法
」
と
い
う
）
六
六
二
条
一
項
所
定
の
保
険
者
の
請
求
権
代
位
に
関
し
、
保
険
金
額
が
保

険
価
額
に
満
た
な
い
一
部
保
険
の
場
合
、
保
険
者
は
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
被
保
険
者
の
第
三
者
に
対
す
る
権
利
を
代
位
取
得
す
る
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
学
説
上
、
絶
対
説
（
限
度
主
義
）、
相
対
説
（
比
例
主
義
）、
差
額
説
（
損
害
額
超
過
主
義
）
が
主
張
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
九
八
年
に
自
動
車
保
険
に
導
入
さ
れ
た
人
身
傷
害
補
償
保
険
（
人
身
傷
害
保
険
）
に
お
け
る
請
求
権
代
位
に
関
し
て
は
、

絶
対
説
、
比
例
配
分
説
、
人
傷
基
準
差
額
説
、
裁
判
基
準
差
額
説
（
訴
訟
基
準
差
額
説
）
の
対
立
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
二

五
条
一
項
は
、
保
険
給
付
額
が
て
ん
補
損
害
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
保
険
給
付
額
か
、
被
保
険
者
債
権
額
か
ら
こ
の
不
足
額
を
控
除
し

た
残
額
か
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
限
度
と
し
て
保
険
者
は
被
保
険
者
債
権
に
つ
い
て
被
保
険
者
に
代
位
す
る
旨
規
定
し
、
差
額
説
を
採

用
し
た
と
さ
れ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
改
正
前
商
法
六
六
二
条
一
項
に
関
し
て
主
張
さ
れ
た
諸
説
に
お
け
る
対
立
は
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
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る
権
利
の
う
ち
い
か
な
る
範
囲
で
そ
れ
が
保
険
金
の
支
払
を
し
た
保
険
者
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
被
保
険
者
と
保
険
者
の
利

害
の
対
立
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
諸
説
の
う
ち
差
額
説
が
被
保
険
者
に
最
も
有
利
な（
逆
に
言
え
ば
、
保
険
者
に
と
っ
て
最
も
不
利
な
）

結
果
を
も
た
ら
す
。
保
険
法
二
五
条
一
項
二
号
か
っ
こ
書
は
、
被
保
険
者
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
解
決
方
法
を
立
法
上
採
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
保
険
法
二
五
条
は
被
保
険
者
に
と
っ
て
不
利
な
特
約
を
無
効
と
す
る
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る
（
保
険
法
二
六
条
）
か

ら
、
保
険
法
二
五
条
の
下
に
お
い
て
は
、
片
面
的
強
行
規
定
の
適
用
除
外
（
保
険
法
三
六
条
）
の
適
用
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
絶
対
説
お

よ
び
相
対
説
は
採
り
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
法
二
五
条
の
下
に
お
い
て
は
、
絶
対
説
、
相
対
説
、
差
額
説
の
対
立
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、

保
険
法
二
五
条
が
差
額
説
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
人
身
傷
害
補
償
保
険
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
、
あ
る
い
は
言
及
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
が
、
被
保
険
者
の
損
害
額
に
関
す
る
新
た
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
保
険
法
二
五
条

一
項
二
号
か
っ
こ
書
の
額
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
り
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
の
請
求
権
代
位
に
お
け
る
裁
判
基
準
差
額
説
か
人

傷
基
準
差
額
説
か
の
よ
う
な
問
題
（
保
険
法
二
五
条
一
項
二
号
か
っ
こ
書
の
額
は
、
被
保
険
者
債
権
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
損
害
額

を
基
準
と
し
て
計
算
さ
れ
る
の
か
、
保
険
契
約
上
て
ん
補
損
害
額
の
算
定
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
算
定
額
を
基
準
と
し
て

計
算
さ
れ
う
る
の
か
）
が
解
釈
上
残
り
う
る
と
思
わ

１
）

れ
る
。
ま
た
、
差
額
説
の
下
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
債
権
の
債
務
者
に
対
す
る
保

険
者
の
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
損
害
額
が
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
か
に
よ
る
事
実
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
保
険
法
二
五
条
に
お
い
て
差
額
説
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
請
求
権
代
位
に
お
け
る

損
害
額
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、
後
者
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
主
張
さ
れ
、
認
定
さ
れ
る
被
保
険
者
の
損
害
額

に
よ
っ
て
保
険
者
の
代
位
額
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
保
険
者
・
被
保
険
者
・
被
保
険
者
債
権
の
債
務
者
間
の
利
害
状
況
が
ど
の
よ
う
に

異
な
る
こ
と
に
な
る
か
を
取
り
上
げ
て
み
た
も
の
で

２
）

あ
る
。
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本
稿
で
取
り
上
げ
た
問
題
は
、
被
保
険
者
に
保
険
給
付
を
し
た
保
険
者
が
、
保
険
法
二
五
条
一
項
に
よ
り
被
保
険
者
か
ら
取
得
し
た
被

保
険
者
債
権
を
当
該
債
権
の
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
に
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
生
じ
る
。
こ
の
求
償
訴
訟
に
お
い
て
保
険
者

は
、
自
己
の
当
該
債
務
者
に
対
す
る
権
利
を
主
張
す
る
た
め
に
、
請
求
権
代
位
の
要
件
で
あ
る
被
保
険
者
債
権
の
存
在
と
保
険
給
付
を
し

た
事
実
と
を
主
張
し
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
こ
の
被
保
険
者
債
権
が
被
保
険
者
（
被
害
者
）
の
加
害
者
に
対
す
る
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
場
合
を
例
に
し
て
い
え
ば
、
故
意
ま
た
は
過
失
あ
る
被
告
加
害
者
の
加
害
行
為
に
よ
っ
て
訴
外
被
保

険
者
が
損
害
を
被
り
、
そ
の
結
果
訴
外
被
保
険
者
は
被
告
加
害
者
に
対
し
て
あ
る
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、

原
告
保
険
者
と
訴
外
被
保
険
者
と
の
間
に
訴
外
被
保
険
者
の
損
害
と
同
一
性
の
あ
る
（
対
応
す
る
）

３
）

損
害
を
て
ん
補
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
保
険
契
約
に
よ
る
給
付
と
し
て
原
告
保
険
者
は
訴
外
被
保
険
者
に
あ
る
額
の
支
払
を
し
た
こ

と
を
主
張
し
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

被
保
険
者
が
加
害
者
に
対
し
て
提
起
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
賠
償
額
が
争
わ
れ
る
場
合
、
一
方
に
お
い
て
被
保
険
者
は
よ

り
高
額
の
損
害
を
主
張
し
て
よ
り
高
額
の
賠
償
を
得
よ
う
と
し
、
他
方
に
お
い
て
加
害
者
は
、
過
失
相
殺
を
主
張
し
た
り
、
被
保
険
者
の

主
張
す
る
損
害
額
を
争
う
こ
と
に
よ
っ
て
賠
償
額
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
訴
訟
を
追
行
す
る
。
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
損
害
額
を
大
き

く
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
小
さ
く
主
張
す
る
こ
と
が
被
保
険
者
側
に
と
っ
て
有
利
に
働
き
、
逆
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
加
害
者
側
に

と
っ
て
有
利
に
働
く
。
で
は
、
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
過
失
割
合
に
つ
い
て
い
え

ば
、
同
様
に
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
大
き
く
主
張
す
る
こ
と
が
被
保
険
者
を
代
位
し
た
保
険
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
こ
と
は
な
い

し
、
小
さ
く
主
張
す
る
こ
と
が
加
害
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
被
保
険
者
が
被
っ
た
損
害
額
に
つ
い
て
い
う
と
、

単
純
に
高
額
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
保
険
者
に
と
っ
て
、
低
額
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
加
害
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
差
額
説
の
下
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
額
と
同
額
を
被
保
険
者
の
損
害
額
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
保
険
者
に
と
っ
て
最
も
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有
利
に
働
き
、
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
よ
り
少
額
ま
た
は
高
額
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
加
害
者
に
有
利
に
働
く
こ
と
が
生
じ
う
る
。
こ
の
結

果
、
損
害
額
の
主
張
に
関
し
て
保
険
給
付
額
未
満
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
な
い
な
ら
ば
、
加
害
者
は
、
保
険
者
の
主
張
よ
り
高

額
の
主
張
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
、
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償
訴
訟
と
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
の
加
害

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
に
お
い
て
矛
盾
す
る
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
絶
対
説
、
相
対
説
、
差
額
説
を
最
高
裁
判
例
と
と
も
に
概
観
し
た
う
え
で
、
差
額
説
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
の
問
題
を

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
）

山
本
哲
生
「
請
求
権
代
位
に
お
け
る
損
害
概
念
｜

人
身
傷
害
補
償
保
険
を
契
機
と
し
て
」
吉
原
和
志
・
山
本
哲
生
編
『
関
俊
彦
先
生
古
稀
記
念
変
革
期

の
企
業
法
』
二
八
五
頁
（
二
〇
一
一
年
、
商
事
法
務
）
参
照
。
嶋
寺
基
「
人
身
傷
害
補
償
保
険
に
お
け
る
請
求
権
代
位
の
範
囲
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
七
四
号
七
頁
（
二

〇
一
二
年
）
は
、「
広
い
意
味
で
の
差
額
説
の
範
疇
に
入
る
限
り
、
保
険
法
の
下
で
も
人
傷
基
準
差
額
説
、
裁
判
基
準
差
額
説
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
は
、

約
款
次
第
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
、
山
下
典
孝
「
人
身
傷
害
補
償
保
険
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
」
阪
大
法
学
六
二
巻
三
・
四
号
六
八
一
頁
（
二
〇

一
二
年
）
も
、
保
険
法
は
人
傷
基
準
差
額
説
・
裁
判
基
準
差
額
説
の
ど
ち
ら
か
の
立
場
を
採
用
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。
同
じ
く
、
佐
野
誠
「
判
批

（
最
判
平
成
二
四
年
五
月
二
九
日
）」
民
商
一
四
七
巻
二
号
二
五
三
頁
・
二
五
四
頁
（
二
〇
一
二
年
）。
古
笛
恵
子
「
人
身
傷
害
保
険
を
め
ぐ
る
実
務
上
の
問
題

点
｜

裁
判
基
準
差
額
説
の
そ
の
後
｜

」
保
険
学
雑
誌
六
一
八
号
二
四
二
頁
注
五
五
（
二
〇
一
二
年
）
は
、「
保
険
法
二
五
条
の
『
て
ん
補
損
害
額
』
が
『
損

害
保
険
契
約
に
よ
り
て
ん
補
す
べ
き
損
害
の
額
（
一
八
条
）』
で
あ
る
な
ら
ば
、
形
式
的
に
二
五
条
の
文
言
解
釈
の
帰
結
と
し
て
は
人
傷
基
準
差
額
説
が
自
然

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

２
）

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
次
の
文
献
で
言
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
坂
東
司
朗
「
判
批
（
東
京
地
判
平
成
一
九
年
二
月
二
二
日
）」
損
保
研

究
七
〇
巻
三
号
一
五
八
頁
（
二
〇
〇
八
年
）、
山
本
・
前
掲
三
一
一
頁
、
洲
崎
博
史
「
判
批
（
東
京
地
判
平
成
二
三
年
九
月
二
〇
日
）」
金
判
一
三
八
六
号
一

七
頁
（
二
〇
一
二
年
）、
古
笛
・
前
掲
二
二
九
頁
・
二
三
五
頁
、
佐
野
・
前
掲
二
五
二
頁
。

３
）

請
求
権
代
位
は
、
保
険
者
が
て
ん
補
し
た
損
害
と
被
保
険
者
債
権
の
前
提
と
な
る
損
害
と
が
対
応
す
る
範
囲
に
お
い
て
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
（
山
下
友
信

『
保
険
法
』
五
五
三
頁
（
二
〇
〇
五
年
、
有
斐
閣
））。
本
稿
に
お
い
て
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
、
被
保
険
者
・
保
険
者
間
に
お
い
て
保
険
者
が
て
ん
補
義
務
を
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負
う
損
害
と
被
保
険
者
・
第
三
者
間
の
被
保
険
者
債
権
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
被
保
険
者
の
損
害
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
察
し
て
い

る
。
対
応
原
則
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
最
高
裁
平
成
二
四
年
二
月
二
〇
日
判
決
（
民
集
六
六
巻
二
号

七
四
二
頁
）は
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
は
、「
被
害
者
が
被
る
損
害
の
元
本
を
塡
補
す
る
も
の
で
あ
り
、
損
害
の
元
本
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
を
塡
補
す
る

も
の
で
は
な
い
」と
し
て
、
保
険
者
は
、「
保
険
金
に
相
当
す
る
額
の
保
険
金
請
求
権
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
金
元
本
の
支
払
請
求
権
を
代
位
取
得
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
損
害
金
元
本
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
請
求
権
を
代
位
取
得
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
判
決
の

補
足
意
見
は
、「
保
険
代
位
の
対
象
と
な
る
権
利
は
、
保
険
に
よ
る
損
害
塡
補
の
対
象
と
対
応
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
（
対
応
の
原
則
）
…
」
と
し
て
い
る
。
人
身
傷
害
補
償
保
険
に
関
し
て
は
、
損
害
項
目
ご
と
に
対
応
原
則
を
適
用
し
た
下
級
審
判
決
も
あ
る
。

２

絶
対
説
、
相
対
説
お
よ
び
差
額
説

改
正
前
商
法
六
六
二
条
一
項
に
関
す
る
絶
対
説
、
相
対
説
、
差
額
説
の
対
立
は
、
保
険
給
付
が
被
保
険
者
の
損
害
全
部
を
て
ん
補
す
る

場
合
や
被
保
険
者
が
被
っ
た
損
害
全
部
の
被
保
険
者
債
権
を
有
す
る
場
合
に
は
生
じ

４
）

な
い
。
保
険
金
額
が
て
ん
補
損
害
額
に
満
た
な
い
な

ど
に
よ
っ
て
保
険
給
付
額
が
て
ん
補
損
害
額
に
不
足
し（
保
険
法
二
五
条
一
項
二
号
か
っ
こ
書
）、
か
つ
過
失
相
殺
な
ど
に
よ
っ
て
被
保
険

者
債
権
額
も
被
害
者
の
損
害
額
に
満
た
な
い
場
合
に
生
じ
る
。
以
下
、
次
の
例
（
以
下
、「
設
例
１
」
と
い
う
）
で
考
察
す
る
。

設
例
１

Ｘ
は
、
Ｙ
の
不
法
行
為
に
よ
り
一
〇
〇
の
損
害
を
被
っ
た
が
、
Ｘ
に
も
三
割
の
過
失
が
あ
っ
た
。
Ｘ
と
損
害
保
険
契
約
（
保

険
金
額
を
六
〇
と
す
る
）
を
締
結
し
て
い
た
保
険
者
Ｚ
は
こ
の
事
故
に
よ
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
も
の
と
し
て
保
険
金
六
〇
を
Ｘ
に

支
払
っ
た
。
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（
１
）
絶
対
説

改
正
前
商
法
六
六
二
条
一
項
に
お
い
て
保
険
者
は
「
支
払
ヒ
タ
ル
金
額
ノ
限
度
ニ
於
テ
」
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利

を
取
得
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
文
理
解
釈
と

５
）

し
て
、
絶
対
説
（
限
度
主
義
）
で
は
、
設
例
１
に
お
い
て
、
Ｚ
は
Ｘ
の

Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
七
〇
の
う
ち
保
険
給
付
相
当
額
六
〇
を
代
位
取
得
し
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
の
残
額
は
一
〇
と

な
る
（
設
例
１
で
損
害
一
〇
〇
の
最
終
的
な
負
担
額
は
、
Ｘ
は
三
〇
、
Ｙ
は
七
〇
、
Ｚ
は
〇
と
な
る
）。

絶
対
説
を
明
示
的
に
採
用
し
た
最
高
裁
判
決
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
一
二
条
の
四
に
関
し
て
最
高
裁
平
成
元

年
四
月
一
一
日
判
決
（
民
集
四
三
巻
四
号
二
〇
九
頁
）
は
、「
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
以
下
『
法
』
と
い
う
。）
に
基
づ
く
保
険
給
付

の
原
因
と
な
っ
た
事
故
が
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
惹
起
さ
れ
、
第
三
者
が
右
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
き
賠
償
責
任
を
負
う
場
合

に
お
い
て
、
右
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
た
め
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
に
つ
き
こ
れ
を
一
定
の
割
合
で
斟
酌
す

べ
き
と
き
は
、
保
険
給
付
の
原
因
と
な
っ
た
事
由
と
同
一
の
事
由
に
よ
る
損
害
の
賠
償
額
を
算
定
す
る
に
は
、
右
損
害
の
額
か
ら
過
失
割

合
に
よ
る
減
額
を
し
、
そ
の
残
額
か
ら
右
保
険
給
付
の
価
額
を
控
除
す
る
方
法
に
よ
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
結
果
的
に
絶

対
説
と
同
趣
旨
の
判
断
を
し
て
い
る
。

本
判
決
は
、
使
用
者
で
は
な
い
第
三
者
に
よ
っ
て
生
じ
た
労
災
（
第
三
者
行
為
災
害
）
に
お
い
て
、
労
災
保
険
給
付
を
受
け
た
被
害
労

働
者
の
加
害
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
債
権
額
の
算
定
に
際
し
て
、損
害
額
に
過
失
相
殺
を
し
た
う
え
で
保
険
給
付
額
を
控
除
す
べ
き
か（
以

下
、「
過
失
相
殺
後
控
除
説
」
と
い
う
）、
損
害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
う
え
で
過
失
相
殺
を
す
べ
き
か
（
以
下
、「
控
除
後
過
失

相
殺
説
」と
い
う
）、
と
い
う
問
題
に
関
し
、
過
失
相
殺
後
控
除
説
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
設
例
１
で
い
え
ば
、
ま
ず
過
失
相
殺
を
し
て

Ｚ
が
代
位
取
得
す
る
前
の
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
額
七
〇
（
被
保
険
者
債
権
額
）
を
算
出
し
、
こ
れ
か
ら
Ｚ
が
代
位
取
得
し
た
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と
す
る
保
険
給
付
額
相
当
の
損
害
賠
償
債
権
額
六
〇
を
控
除
し
て
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
残
額
一
〇
を
算
出
す
る
方
法
を
採
っ

た
も
の
で
あ
り
、
絶
対
説
と
同
旨
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
控
除
後
過
失
相
殺
説
は
、
損
害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
額
に
過
失
相
殺
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、

控
除
後
過
失
相
殺
説
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
損
害
額
に
過
失
相
殺
を
し
た
額
（
設
例
１
の
被
保
険
者
債
権

額
で
あ
る
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
額
七
〇
）
か
ら
保
険
給
付
額
に
過
失
相
殺
同
様
の
減
額
を
し
た
額
（
設
例
１
の
保
険
給
付
額

六
〇
に
Ｙ
の
過
失
割
合
七
割
を
乗
じ
た
額
四
二
）
を
控
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で

６
）

あ
る
。
控
除
さ
れ
る
保
険
給
付
額
に

加
害
者
過
失
割
合
を
乗
じ
た
額
は
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
の
請
求
権
代
位
に
お
け
る
比
例
配
分
説
が
主
張
す
る
保
険
者
が
代
位
取
得
す
る

被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
額
で

７
）

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
額
は
、
被
害
者
の
損
害
額
（
損
害
賠
償
額
算
定
の
基
礎
と
な
る

損
害
額
）
と
て
ん
補
損
害
額
と
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
額
（
被
保
険
者
債
権
額
）
に
保
険
給
付

額
の
て
ん
補
損
害
額
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
た
額
と
な
る
か
ら
、
一
部
保
険
以
外
に
も
相
対
説
を
拡
張
す
る
と
き
の
相
対
説
の
主
張
す
る

保
険
者
の
代
位
取
得
額
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
控
除
後
過
失
相
殺
説
は
、
形
を
変
え
た
相
対
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
過
失
相
殺
と
保
険
給
付
控
除
の
先
後
関
係
に
関
す
る
社
会
保
険
の
問
題
は
、
問
題
の
捉
え
方
こ
そ
異
な
る
が
、
請
求
権
代

位
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
と
同
一
の
問
題
で
あ
っ
て
、
絶
対
説
と
過
失
相
殺
後
控
除
説
、
相
対
説
と
控
除
後
過
失
相
殺
説
と
は
、
同
一
の

主
張
で

８
）

あ
る
。
最
高
裁
平
成
元
年
四
月
一
一
日
判
決
は
、「
損
害
賠
償
額
を
定
め
る
に
つ
き
労
働
者
の
過
失
を
斟
酌
す
べ
き
場
合
に
は
、
受

給
権
者
は
第
三
者
に
対
し
右
過
失
を
斟
酌
し
て
定
め
ら
れ
た
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
同
条
〔
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
一
二
条
の
四
〕
一
項
に
よ
り
国
に
移
転
す
る
と
さ
れ
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
過
失
を
斟
酌
し
た
後
の
そ
れ
を
意
味
す
る
と
解

す
る
の
が
、
文
理
上
自
然
で
あ
り
、
右
規
定
の
趣
旨
に
そ
う
も
の
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。」と
判
示
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
不
当
で
は

な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
本
判
決
の
反
対

９
）

意
見
が
言
う
よ
う
に
、「
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
労
働
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
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国
が
受
給
権
者
の
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
う
ち
の
い
か
な
る
部
分
を
取
得
す
る
か
と
い
う
問
題
」
で
あ
り
、
保
険

者
が
代
位
取
得
す
る
受
給
権
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
範
囲
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
に
関
し
て
、
最
高
裁
平
成
二
〇
年
一
〇
月
七
日
判
決
（
判
時
二
〇
三
三
号
一
一
九
頁
）
は
、
保
険
金
の
支

払
を
受
け
て
い
る
交
通
事
故
被
害
者
Ｘ
の
加
害
者
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
き
、
Ｘ
の
損
害
額
に
過
失
相
殺
を
し
た
う
え
で
支
払

を
受
け
た
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
の
額
を
控
除
す
る
判
断
を
し
た
原

10
）

判
決
を
破
棄
し
差
戻
し
て
、
後
述
す
る
と
お
り
裁
判
基
準
差
額
説
を

採
る
以
前
に
、
過
失
相
殺
後
控
除
説
を
否
定
す
る
判
断
を
し
て

11
）

い
る
。

（
２
）
相
対
説

設
例
１
で
、
Ｘ
と
Ｚ
の
保
険
契
約
が
Ｘ
の
所
有
物（
価
額
一
〇
〇
）を
保
険
の
目
的
物
と
す
る
物
保
険
契
約
で
、
Ｙ
の
加
害
行
為
に
よ
っ

て
こ
の
Ｘ
の
所
有
物
が
滅
失
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
場
合
（
つ
ま
り
、
一
部
保
険
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
）、
相
対
説
（
比
例
主

義
）
で
は
、
Ｚ
は
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
七
〇
の
う
ち
保
険
金
額
六
〇
の
保
険
価
額
一
〇
〇
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
四
二
代

位
取
得
し
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
の
残
額
は
二
八
と
な
る
（
設
例
１
で
損
害
一
〇
〇
の
最
終
的
な
負
担
額
は
、
Ｘ
は
一
二
、

Ｙ
は
七
〇
、
Ｚ
は
一
八
と
な
る
）。

最
高
裁
昭
和
六
二
年
五
月
二
九
日
判
決
（
民
集
四
一
巻
四
号
七
二
三
頁
）
が
こ
の
相
対
説
を
採
っ
て
い
る
。
本
判
決
は
、
自
動
車
保
険

の
車
両
保
険
金
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
、「
損
害
保
険
に
お
い
て
、
保
険
事
故
に
よ
る
損
害
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
第
三

者
に
対
し
て
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
保
険
者
が
被
保
険
者
に
損
害
を
塡
補
し
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
そ
の
塡
補
し
た
金
額

を
限
度
と
し
て
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を
代
位
取
得
す
る
（
商
法
六
六
二
条
一
項
）
も
の
で
あ
る
が
、
保
険
金
額
が

保
険
価
額
（
損
害
額
）
に
達
し
な
い
一
部
保
険
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
が
損
害
額
よ
り
少
な
い
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と
き
は
、
一
部
保
険
の
保
険
者
は
、
塡
補
し
た
金
額
の
全
額
に
つ
い
て
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を
代
位
取
得
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
一
部
保
険
の
比
例
分
担
の
原
則
に
従
い
、
塡
補
し
た
金
額
の
損
害
額
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に

対
し
て
有
す
る
権
利
を
代
位
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」と
判
示
し
て
、
相
対
説
を
採
っ

て

12
）

い
る
。「
一
部
保
険
の
比
例
分
担
の
原
則
に
従
い
、
塡
補
し
た
金
額
の
損
害
額
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し

て
有
す
る
権
利
を
代
位
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
判
示
は
、
改
正
前
商
法
六
三
六
条
（
保
険
法
一
九
条
）
の
適
用

の
あ
る
一
部
保
険
に
お
い
て
は
、
学
説
の
い
う
相
対
説
（
付
保
割
合
に
よ
っ
て
代
位
取
得
す
る
）
と
同
一
で

13
）

あ
る
。

こ
の
最
高
裁
判
決
の
「
塡
補
し
た
金
額
の
損
害
額
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
」
と
い
う
表
現
は
、
保
険
価
額
の
概
念
を
用
い
て
い
な
い

か
ら
、
物
保
険
以
外
に
も
応
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
表
現
と
な
っ
て

14
）

い
る
。
し
か
し
、
相
対
説
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
実

損
て
ん
補
契
約
（
第
一
次
危
険
の
保
険
）
に
お
い
て
相
対
説
が
成
り
立
ち
う
る
か
、
疑
問
が
あ
る
。
設
例
１
と
同
様
に
、
被
保
険
者
の
損

害
額
一
〇
〇
、
損
害
賠
償
債
権
額
七
〇（
三
割
の
過
失
相
殺
）、
保
険
金
額
六
〇
に
お
い
て
、
保
険
者
Ｚ
か
ら
の
保
険
給
付
が
な
さ
れ
る
前

に
加
害
者
Ｙ
が
被
害
者
（
被
保
険
者
）
Ｘ
に
対
し
て
損
害
賠
償
債
務
額
七
〇
全
額
の
支
払
を
し
た
場
合
（
以
下
、「
設
例
２
」
と
い
う
）
で

考
え
て
み
る
。

設
例
２
の
場
合
、
相
対
説
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に

15
）

な
る
。
Ｙ
の
賠
償
債
務
七
〇
の
履
行
に
よ
り
、
Ｘ
の
残
損
害
額
は
三
〇
と

な
り
、
設
例
の
保
険
契
約
が
物
保
険
契
約
で
一
部
保
険
の
比
例
て
ん
補
原
則
（
改
正
前
商
法
六
三
六
条
、
保
険
法
一
九
条
）
の
適
用
が
あ

る
場
合
、
Ｚ
の
保
険
給
付
義
務
額
は
Ｘ
の
残
損
害
額
三
〇
に
保
険
金
額
六
〇
の
保
険
価
額
一
〇
〇
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
た
一
八
と
な
る

（
こ
れ
に
よ
り
、
Ｘ
は
、
Ｙ
か
ら
支
払
わ
れ
た
損
害
賠
償
金
七
〇
と
Ｚ
か
ら
支
払
わ
れ
る
保
険
金
一
八
の
合
計
八
八
を
取
得
し
え
、
損
害
一

〇
〇
の
う
ち
最
終
的
に
Ｘ
の
負
担
す
る
額
は
一
二
と
な
る
）。こ
の
結
果
と
設
例
１
の
場
合
の
結
果
と
が
同
一
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
（
先
に
保
険
給
付
が
な
さ
れ
る
場
合
（
設
例
１
）
と
先
に
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
場
合
（
設
例
２
）
と
で
、
損
害
一
〇
〇
の
う
ち
の

85

請求権代位と損害額の主張



Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
の
最
終
的
負
担
額
が
異
な
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
か
ら
）、
設
例
１
に
お
い
て
も
、
Ｚ
の
保
険
給
付
額
六
〇
か
ら
Ｚ
が
代
位
取

得
す
る
被
保
険
者
債
権
額
を
控
除
し
た
額
は
一
八
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
設
例
１
の
場
合
の
保
険
者
が
代
位
取
得
す
る
被
保

険
者
債
権
額
は
四
二
、
つ
ま
り
相
対
説
と
な
る
の
で

16
）

あ
る
。

比
例
て
ん
補
原
則
の
適
用
の
な
い
保
険
契
約
（
実
損
て
ん
補
契
約
）
に
お
い
て
同
様
に
考
え
た
場
合
、
Ｘ
の
残
損
害
額
三
〇
に
対
し
て

Ｚ
は
三
〇
の
保
険
給
付
義
務
を
負
担
す
る
か
ら
、
設
例
１
に
お
い
て
も
、
Ｚ
の
保
険
給
付
額
六
〇
か
ら
Ｚ
が
代
位
取
得
す
る
被
保
険
者
債

権
額
を
控
除
し
た
額
は
三
〇
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
よ
っ
て
設
例
１
の
場
合
の
保
険
者
が
代
位
取
得
す
る
被
保
険
者
債
権
額
は
三
〇

と
な
り
、
こ
の
場
合
、
設
例
１
の
差
額
説
の
結
論
に
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
保
険
金
額
の
保
険
価
額
に
対
す
る
割
合
に
応

じ
て
被
保
険
者
債
権
を
代
位
取
得
す
る
と
す
る
相
対
説
の
根
拠
が
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
相
対
説
は
、
一
部
保
険
の
比
例
て
ん

補
原
則
が
適
用
さ
れ
る
保
険
契
約
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
損
て
ん
補
を
す
る
保
険
契
約
に
お
い
て
は
、
差
額
説
の
方
が

合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

17
）

ろ
う
。

（
３
）
差
額
説

差
額
説
（
損
害
額
超
過
主
義
）
は
、
保
険
給
付
額
と
被
保
険
者
債
権
額
と
の
合
計
額
が
損
害
額
を
超
過
す
る
場
合
に
そ
の
超
過
額
の
限

度
で
保
険
者
は
被
保
険
者
債
権
を
代
位
取
得
す
る
と
す
る
も
の
（
換
言
す
れ
ば
、
被
保
険
者
の
損
害
の
う
ち
、
ま
ず
被
保
険
者
過
失
部
分

を
保
険
給
付
で
て
ん
補
し
、
保
険
給
付
額
が
こ
れ
を
超
過
す
る
場
合
に
そ
の
超
過
額
の
限
度
で
保
険
者
は
被
保
険
者
債
権
を
代
位
取
得
す

る
と
す
る
も
の
）
で

18
）

あ
り
、
設
例
１
に
お
い
て
は
、
Ｚ
は
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
七
〇
の
う
ち
、
保
険
給
付
額
六
〇
と
損
害
賠

償
債
権
額
七
〇
と
の
合
計
額
が
損
害
額
一
〇
〇
を
超
え
る
限
度
で
、
つ
ま
り
三
〇
取
得
し
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
の
残
額
は

四
〇
と
な
る
（
設
例
１
で
損
害
一
〇
〇
の
最
終
的
な
負
担
額
は
、
Ｘ
は
〇
、
Ｙ
は
七
〇
、
Ｚ
は
三
〇
と
な
る
）。
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一
九
九
八
年
に
自
動
車
保
険
約
款
に
導
入
さ
れ
た
人
身
傷
害
補
償
保
険
は
、
被
保
険
者
が
自
動
車
の
運
行
等
に
起
因
す
る
急
激
か
つ
偶

然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
傷
害
を
被
っ
た
場
合
に
、
約
款
所
定
の
基
準
（
人
傷
基
準
）
に
よ
っ
て
積
算
さ
れ
た
損
害
額
に
つ
い

て
保
険
金
を
支
払
う
損
害
保
険
と
し
て
の
傷
害
保
険
で
あ
る
。
改
正
前
商
法
下
の
自
動
車
保
険
約
款
に
は
、
概
略
、
①
保
険
会
社
が
支
払

う
保
険
金
の
額
は
、
人
傷
基
準
損
害
額
か
ら
、
保
険
金
請
求
権
者
が
賠
償
義
務
者
か
ら
既
に
取
得
し
た
損
害
賠
償
金
の
額
お
よ
び
被
保
険

者
等
の
損
害
を
補
償
す
る
た
め
に
支
払
わ
れ
る
給
付
で
保
険
金
請
求
権
者
が
既
に
取
得
し
た
も
の
が
あ
る
場
合
は
そ
の
取
得
額
等
を
差
し

引
い
た
額
と
す
る
こ
と
、
②
保
険
金
請
求
権
者
が
他
人
に
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
保
険
会
社
は
、
そ
の
損

害
に
対
し
て
支
払
っ
た
保
険
金
の
額
の
限
度
内
で
、
か
つ
、
保
険
金
請
求
権
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
内
で
、
保
険
金
請
求
権
者
が
そ

の
他
人
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
、
と
す
る
趣
旨
の
規
定
が
あ
っ
た
。

こ
の
改
正
前
商
法
下
の
人
身
傷
害
補
償
保
険
に
関
し
て
、
第
三
者
の
加
害
行
為
に
よ
っ
て
保
険
事
故
が
発
生
し
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た

場
合
、
被
害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
債
権
の
う
ち
ど
の
範
囲
で
保
険
者
が
こ
れ
を
代
位
取
得
す
る
か
、
被
害
者
の
残
債
権
額
は

い
く
ら
と
な
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
周
知
の
と
お
り
、
一
部
保
険
に
お
け
る
請
求
権
代
位
の
範
囲
に
関
す
る
対
立
と
同
様
の
対
立

が
あ
っ
た
。
下
級
審
判
決
は
、
当
初
、
絶
対
説
、
比
例
配
分
説
、
人
傷
基
準
差

19
）

額
説
、
裁
判
基
準
差

20
）

額
説
（
訴
訟
基
準
差
額
説
）
の
４
つ

に
分
か
れ
た
が
、
次
第
に
裁
判
基
準
差
額
説
に
収
斂
し
、
こ
の
よ
う
な
下
級
審
の
動
行
の
中
で
、
最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
裁

判
基
準
差
額
説
を
採
っ
た
。

ま
ず
、
最
高
裁
平
成
二
四
年
二
月
二
〇
日
一
小
判
決
（
民
集
六
六
巻
二
号
七
四
二
頁
）
は
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
の
支
払
を
受
け
た

被
害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
お
い
て
、「
本
件
約
款
に
よ
れ
ば
、
訴
外
保
険
会
社
は
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
被
保
険

者
が
死
傷
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
に
過
失
が
あ
る
と
き
で
も
、
そ
の
過
失
割
合
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
算
定
さ
れ
る
額
の
保

険
金
を
支
払
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
上
記
保
険
金
は
、
被
害
者
が
被
る
損
害
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
傷
害
保
険
金
と
し
て
、
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被
害
者
が
被
る
実
損
を
そ
の
過
失
の
有
無
、
割
合
に
か
か
わ
ら
ず
塡
補
す
る
趣
旨
・
目
的
の
下
で
支
払
わ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
上
記

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
す
と
、
本
件
代
位
条
項
に
い
う
『
保
険
金
請
求
権
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
』
と
の
文
言

は
、
保
険
金
請
求
権
者
が
、
被
保
険
者
で
あ
る
被
害
者
の
過
失
の
有
無
、
割
合
に
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
保
険
金
の
支
払
に
よ
っ
て
民
法
上

認
め
ら
れ
る
べ
き
過
失
相
殺
前
の
損
害
額
（
以
下
『
裁
判
基
準
損
害
額
』
と
い
う
。）
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が

合
理
的
で
あ
る
。」「
そ
う
す
る
と
、
上
記
保
険
金
を
支
払
っ
た
訴
外
保
険
会
社
は
、
保
険
金
請
求
権
者
に
裁
判
基
準
損
害
額
に
相
当
す
る

額
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
記
保
険
金
の
額
と
被
害
者
の
加
害
者
に
対
す
る
過
失
相
殺
後
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
額
と
の
合
計
額
が
裁

判
基
準
損
害
額
を
上
回
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
上
回
る
部
分
に
相
当
す
る
額
の
範
囲
で
保
険
金
請
求
権
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償

請
求
権
を
代
位
取
得
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
、
裁
判
基
準
差
額
説
を
採
っ
た
。

次
い
で
最
高
裁
平
成
二
四
年
五
月
二
九
日
三
小
判
決
（
判
時
二
一
五
五
号
一
〇
九
頁
）
は
、
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
求
償
金
請
求

事
件
に
お
い
て
、「
本
件
約
款
中
の
人
身
傷
害
補
償
条
項
の
被
保
険
者
で
あ
る
被
害
者
に
交
通
事
故
の
発
生
等
に
つ
き
過
失
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
上
記
条
項
に
基
づ
き
被
保
険
者
が
被
っ
た
損
害
に
対
し
て
保
険
金
を
支
払
っ
た
被
上
告
人
は
、
本
件
代
位
条
項
に
い
う
『
保
険

金
請
求
権
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
』
の
額
と
し
て
、
被
害
者
に
つ
い
て
民
法
上
認
め
ら
れ
る
べ
き
過
失
相
殺
前
の
損
害
額
（
以
下
『
裁

判
基
準
損
害
額
』
と
い
う
。）
に
相
当
す
る
額
が
保
険
金
請
求
権
者
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
記
支
払
っ
た
保
険
金
の
額
と
被
害
者
の
加

害
者
に
対
す
る
過
失
相
殺
後
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
額
と
の
合
計
額
が
裁
判
基
準
損
害
額
を
上
回
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
上
回
る
部
分
に

相
当
す
る
額
の
範
囲
で
保
険
金
請
求
権
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高

裁
平
成
…
二
四
年
二
月
二
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
…
）。」「
そ
し
て
、
裁
判
基
準
損
害
額
は
、
人
傷
基
準
損
害
額
よ
り
も
多
額
で
あ
る
の
が

通
例
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
被
上
告
人
が
代
位
取
得
す
る
上
記
損
害
賠
償
請
求
権
の
範
囲
は
、
原
審
の
上
記
の
認
容
額
よ
り
も
少
額
と

な
る
か
ら
、
原
審
の
上
記
判
断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。」と
判
示
し
て
、
原
判
決
を
破
棄
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し
差
戻

21
）

し
た
。

４
）

保
険
給
付
額
と
損
害
額
が
同
額
の
場
合
に
は
、
保
険
者
は
被
保
険
者
債
権
の
全
部
を
代
位
取
得
し
、
絶
対
説
、
相
対
説
、
差
額
説
に
よ
る
差
は
な
い
。
ま

た
、
被
保
険
者
債
権
額
と
損
害
額
が
同
額
の
場
合
に
は
、
保
険
者
が
代
位
す
る
被
保
険
者
債
権
の
額
は
、
ど
の
説
で
も
保
険
給
付
額
と
な
る
。

５
）

加
藤
由
作
「
保
険
代
位
に
つ
い
て
｜

一
部
保
険
の
効
果
｜

」
保
険
学
雑
誌
四
四
〇
号
四
〇
頁
（
一
九
六
八
年
）。

６
）

西
村
健
一
郎
『
労
災
補
償
と
損
害
賠
償
』
二
八
五
頁
（
一
九
八
八
年
、
一
粒
社
）。

７
）

神
戸
地
裁
平
成
一
六
年
七
月
七
日
判
決
（
交
通
民
集
三
七
巻
四
号
八
九
五
頁
）
は
、「〔
人
傷
保
険
者
〕
は
、
被
保
険
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
支
払
っ

た
保
険
金
の
う
ち
、
加
害
者
の
過
失
割
合
部
分
に
相
応
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
…
こ
の
額
が
過
失
相
殺
後
の
損
害
額
か
ら
控

除
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
」
と
判
示
し
、
比
例
配
分
説
を
採
る
も
の
で
あ
る
。

８
）

西
村
・
前
掲
書
注

６
）二
八
四
頁
以
下
参
照
。

９
）

本
判
決
に
は
、
差
額
説
ま
で
徹
底
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
感
じ
る
と
し
て
、
相
対
説
・
控
除
後
過
失
相
殺
説
を
採
る
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い

る
。

10
）

大
阪
高
裁
平
成
一
九
年
九
月
二
〇
日
判
決
交
通
民
集
四
一
巻
五
号
一
一
三
九
頁
。

11
）

最
高
裁
平
成
二
〇
年
一
〇
月
七
日
判
決
は
、「
訴
外
保
険
会
社
〔
人
傷
保
険
者
〕
は
、
本
件
傷
害
保
険
金
の
支
払
に
よ
っ
て
、
上
告
人
〔
原
告
被
害
者
〕
の

被
上
告
人
〔
被
告
加
害
者
〕
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
（
以
下
『
本
件
損
害
賠
償
請
求
権
』
と
い
う
。）
の
一
部
を
代
位
取
得
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
訴
外

保
険
会
社
が
代
位
取
得
す
る
限
度
で
上
告
人
は
上
記
損
害
賠
償
請
求
権
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
傷
害
保
険
金
の
支
払
に
よ
っ
て
直
ち
に
本

件
傷
害
保
険
金
の
金
額
に
相
当
す
る
本
件
損
害
賠
償
請
求
権
が
消
滅
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。」
と
し
た
う
え
で
、「
原
審
は
、
本
件
傷
害
補
償
条

項
を
含
む
本
件
保
険
契
約
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い
て
審
理
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
本
件
損
害
賠
償
請
求
権
の
額
を
算
定
す
る
に
当
た
り
、
上
告
人
の
損
害

額
か
ら
上
告
人
の
過
失
割
合
に
よ
る
減
額
を
し
、
そ
の
残
額
か
ら
本
件
傷
害
保
険
金
の
金
額
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
」と
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
て
い
る
。

12
）

本
件
保
険
約
款
に
は
、「
被
保
険
者
が
他
人
に
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
当
会
社
は
、
そ
の
損
害
を
て
ん
補
し
た
金
額
の
限
度

内
で
、
か
つ
、
被
保
険
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
内
で
、
被
保
険
者
が
そ
の
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を
取
得
し
ま
す
。」（
昭
和
五
一
年
改
訂
自
動
車
保

険
普
通
保
険
約
款
第
四
章
一
般
条
項
二
〇
条
一
項
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
被
保
険
者
の
権
利
を
害
さ
な
い
範
囲
内
で
」
と
は
差
額
説
を
採
用
す
る
も
の
で

あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
本
件
に
お
い
て
は
、
上
告
人
被
保
険
者
か
ら
そ
の
主
張
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
約
款
に
基
づ
く
判
断
は
な
さ
れ
な
か
っ
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た
（
田
中
壮
太
「
判
批
（
最
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
九
日
）」
ジ
ュ
リ
九
〇
一
号
七
七
頁
（
一
九
八
八
年
））。

13
）

改
正
前
商
法
六
三
六
条
・
保
険
法
一
九
条
に
よ
っ
て
、
保
険
金
額
が
保
険
価
額
に
満
た
な
い
一
部
保
険
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
額
は
保
険
金
額
の
保
険

価
額
に
対
す
る
割
合
を
て
ん
補
損
害
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
な
る
か
ら
、
こ
の
保
険
金
額
の
保
険
価
額
に
対
す
る
割
合
（
付
保
割
合
）
は
、
保
険
給
付
額
の

て
ん
補
損
害
額
に
対
す
る
割
合
と
等
し
く
な
る
。

14
）

保
険
法
に
お
い
て
は
、「
保
険
価
額
」
と
は
保
険
の
目
的
物
の
価
額
で
あ
り
（
保
険
法
九
条
本
文
か
っ
こ
書
）、「
保
険
の
目
的
物
」
と
は
保
険
事
故
に
よ
っ

て
損
害
が
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
物
と
し
て
損
害
保
険
契
約
で
定
め
る
も
の
を
い
う（
保
険
法
六
条
一
項
七
号
か
っ
こ
書
）と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
保
険
価
額
」

は
物
保
険
の
概
念
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
〔
第
五
版
〕』
四
二
一
頁
注
一
（
二
〇
〇
九
年
、
弘
文
堂
）、

阿
憲
『
保
険
法
概

説
』
四
七
頁
（
二
〇
一
〇
年
、
中
央
経
済
社
）
参
照
）。

15
）

田
辺
康
平
「
一
部
保
険
に
お
け
る
保
険
者
の
請
求
権
代
位
」『
保
険
法
の
理
論
と
解
釈
』
一
四
八
頁
・
一
五
二
頁
（
一
九
七
九
年
、
文
真
堂
）
参
照
。

16
）

差
額
説
で
は
、
損
害
は
も
と
も
と
一
〇
〇
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
の
て
ん
補
損
害
額
を
一
〇
〇
の
ま
ま
と
し
て
一
部
保
険
の
比
例
て
ん
補
原
則
を

適
用
し
、
保
険
給
付
義
務
額
は
六
〇
と
な
る
が
、
被
保
険
者
の
利
得
防
止
の
た
め
に
、
加
害
者
の
賠
償
額
七
〇
と
こ
の
加
害
者
が
賠
償
債
務
を
履
行
す
る
前

の
保
険
給
付
義
務
額
六
〇
と
の
合
計
額
一
三
〇
が
損
害
額
一
〇
〇
を
超
過
す
る
額
三
〇
を
加
害
者
が
賠
償
債
務
を
履
行
す
る
前
の
保
険
給
付
義
務
額
六
〇

か
ら
控
除
し
た
残
額
三
〇
を
こ
の
場
合
の
保
険
給
付
義
務
額
（
加
害
者
が
賠
償
債
務
を
履
行
し
た
後
の
保
険
給
付
義
務
額
）
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
（
鈴
木
辰
紀
「
保
険
者
の
請
求
権
代
位
に
つ
い
て
の
再
論
」『
損
害
保
険
研
究
』
五
七
頁
注
八
（
一
九
七
七
年
、
成
文
堂
）、
同
「
残
存
物
代
位
と
請

求
権
代
位
」『
火
災
保
険
契
約
論
』
一
〇
二
頁
注
一
（
一
九
七
九
年
、
成
文
堂
）、
田
辺
・
前
掲
注

15
）一
四
九
頁
・
一
五
二
頁
参
照
）。

17
）

田
辺
康
平
「
保
険
者
の
請
求
権
代
位
」『
創
立
四
十
周
年
記
念
損
害
保
険
論
集
』
二
四
八
頁
・
二
四
九
頁
（
一
九
七
四
年
、
損
害
保
険
事
業
研
究
所
）、
同

「
請
求
権
代
位
に
お
け
る
権
利
の
取
得
と
行
使
」『
保
険
契
約
の
基
本
構
造
』
二
八
二
頁
（
一
九
七
九
年
、
有
斐
閣
）
参
照
。
な
お
、
相
対
説
の
理
解
の
仕
方

と
し
て
、
保
険
給
付
の
中
に
は
被
保
険
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
て
ん
補
部
分
と
加
害
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
て
ん

補
部
分
と
が
混
在
し
、
加
害
者
の
損
害
賠
償
義
務
と
実
質
的
に
相
互
補
完
の
関
係
に
立
つ
の
は
加
害
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
て
ん
補
部

分
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
保
険
者
が
取
得
す
る
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
加
害
者
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
相
当
す
る

部
分
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
元
年
四
月
一
一
日
判
決
の
反
対
意
見
参
照
）
と
し
て
、
支
払
わ
れ
た
保
険
給
付
の
う
ち
加
害
者
の
過
失
割
合
部
分
に
相
応
す
る

損
害
賠
償
請
求
権
を
保
険
者
は
代
位
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
（
人
身
傷
害
補
償
保
険
の
請
求
権
代
位
に
関
す
る
比
例
配
分
説
）
と
相
対
説
を
理
解
す
る
な
ら

ば
、
一
部
保
険
の
比
例
て
ん
補
原
則
が
適
用
さ
れ
る
保
険
契
約
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
成
り
立
つ
に
す
ぎ
ず
、
比
例
て
ん
補
原
則
の
適
用
の
な
い
保

険
契
約
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
は
、
被
保
険
者
過
失
部
分
と
加
害
者
過
失
部
分
の
損
害
に
そ
の
割
合
で
按
分
し
て
充
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
被
保
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険
者
過
失
部
分
の
損
害
の
て
ん
補
に
充
て
ら
れ
、
そ
れ
を
超
え
る
額
が
加
害
者
過
失
部
分
の
損
害
の
て
ん
補
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

18
）

保
険
法
二
五
条
一
項
二
号
か
っ
こ
書
は
、
保
険
給
付
額
が
て
ん
補
損
害
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
債
権
額
か
ら
こ
の
不
足
額
（
て
ん
補
損
害
額

か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
額
）
を
控
除
し
た
残
額
を
二
号
の
額
と
し
て
い
る
（
こ
の
場
合
、
被
保
険
者
債
権
額
算
定
の
基
礎
と
す
る
損
害
額
と
て
ん
補

損
害
額
と
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
号
の
額
が
一
号
の
額
以
下
と
な
る
）。
こ
れ
は
、
被
保
険
者
債
権
額
と
保
険
給
付
額
の
合
計
額
か
ら
て
ん
補
損
害
額
を

控
除
す
る
の
と
等
し
い
。
も
っ
と
も
、
保
険
法
二
五
条
一
項
の
規
定
の
仕
方
は
、「
被
保
険
者
の
損
害
の
す
べ
て
が
保
険
契
約
に
よ
っ
て
て
ん
補
さ
れ
な
い
場

合
（
す
な
わ
ち
保
険
給
付
の
後
も
引
き
続
き
被
保
険
者
に
損
害
が
残
存
す
る
場
合
）
に
は
、
ま
ず
は
被
保
険
者
に
よ
る
損
害
の
回
復
を
優
先
す
べ
き
」
で
あ

り
、「
し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権
に
つ
い
て
も
、
被
保
険
者
に
利
得
が
生
じ
な
い
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
者
に
よ
る
代
位
を
認
め

ず
に
被
保
険
者
に
引
き
続
き
権
利
が
帰
属
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
被
保
険
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
す
る
と
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
方
（
い
わ
ゆ
る
差
額
説
）」

（
萩
本
修
編
著
『
一
問
一
答
保
険
法
』
一
四
〇
頁
（
二
〇
〇
九
年
、
商
事
法
務
））
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

19
）

人
傷
基
準
差
額
説
は
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
は
、
保
険
約
款
の
規
定
す
る
損
害
額
算
定
基
準
（
人
傷
基
準
）
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
損
害
額
を
限
度
と
し

て
、
ま
ず
被
保
険
者
の
過
失
割
合
に
応
じ
た
損
害
に
充
当
さ
れ
、
保
険
者
は
、
支
払
っ
た
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
と
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠

償
債
権
額
の
合
計
額
が
人
傷
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
損
害
額
（
人
傷
基
準
損
害
額
）
を
上
回
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
上
回
る
額
に
つ
い
て
の
み
、
被
保
険

者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
大
阪
地
裁
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日
判
決
（
判
タ
一
二
二
八

号
二
九
二
頁
）
は
、「
証
券
記
載
保
険
金
額
が
支
払
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
金
額
は
、
ま
ず
、
算
定
損
害
額
〔
人
傷
基
準
損
害
額
〕
の
う
ち
の
過
失
相
殺
部
分
（
民

法
上
の
損
害
額
及
び
過
失
相
殺
を
観
念
し
、
算
定
損
害
額
か
ら
民
法
上
の
過
失
相
殺
後
の
損
害
額
を
控
除
し
た
部
分
）
に
充
当
さ
れ
、
そ
の
残
部
に
つ
い
て

代
位
が
生
ず
る
と
解
さ
れ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
基
準
損
害
額
を
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
人
傷
基
準
損
害
額
に
過
失
相
殺
を
す
る
も
の

（
最
高
裁
平
成
二
四
年
五
月
二
九
日
判
決
の
一
審
判
決
（
岡
山
地
裁
倉
敷
支
部
平
成
二
二
年
二
月
一
九
日
判
決
金
判
一
三
九
八
号
二
三
頁
）
お
よ
び
原
審
判
決

（
広
島
高
裁
岡
山
支
部
平
成
二
二
年
七
月
一
六
日
判
決
金
判
一
三
九
八
号
一
九
頁
））
が
あ
る
。

20
）

裁
判
基
準
差
額
説
（
訴
訟
基
準
差
額
説
）
は
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
は
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
に
対
応
す
る
損
害
に
優
先
的
に
充
当
さ
れ
、
保
険
者

は
、
支
払
っ
た
保
険
金
が
被
害
者
の
過
失
割
合
に
対
応
す
る
損
害
額
を
上
回
る
と
き
に
限
り
（
支
払
っ
た
保
険
金
と
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠

償
請
求
権
額
の
合
計
額
が
被
保
険
者
の
損
害
額
（
裁
判
基
準
損
害
額
）
を
上
回
る
場
合
に
限
り
）、
そ
の
上
回
る
額
に
つ
い
て
の
み
、
被
保
険
者
の
加
害
者
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
代
位
取
得
す
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

21
）

最
高
裁
平
成
二
四
年
二
月
二
〇
日
一
小
判
決
と
同
年
五
月
二
九
日
三
小
判
決
に
は
そ
れ
ぞ
れ
補
足
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
先
に
賠
償
義
務
者
か
ら
損
害

賠
償
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
場
合
の
保
険
約
款
の
適
用
に
関
し
て
、
前
者
は
そ
の
限
定
解
釈
を
主
張
し
、
後
者
は
保
険
約
款
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
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３

代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
損
害
額
の
主
張

設
例
１
に
お
い
て
、
以
上
で
は
、
被
保
険
者
の
損
害
額
、
過
失
割
合
お
よ
び
保
険
者
の
保
険
給
付
額
を
確
定
額
と
し
て
考
察
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
も
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て

も
、
被
保
険
者
の
損
害
額
と
過
失
割
合
は
、
し
ば
し
ば
訴
訟
当
事
者
間
で
争
わ
れ
る
。
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
被
保
険
者
の
損
害
額
が
大
き
く
、
そ
の
過
失
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
損
害
賠
償
債
権
額
は
大
き
く
な

る
か
ら
、
被
保
険
者
は
損
害
額
を
よ
り
大
き
く
、
そ
の
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
主
張
し
、
加
害
者
は
そ
の
逆
の
主
張
を
す
る
。
問
題
は

保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
の
仕
方
で
あ
る
。
次
に
、
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償

訴
訟
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
損
害
額
と
過
失
割
合
が
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
、
認
定
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
保
険
者
の
代
位
額
が
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
か
を
、
被
保
険
者
の
損
害
額
と
過
失
割
合
を
変
数
と
し
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
煩
を
避
け
る
た
め
に
、
保
険

契
約
を
実
損
て
ん
補
契
約
と
し
、
保
険
給
付
額
は
当
事
者
間
に
争
い
の
な
い
一
定
額
と

22
）

す
る
）。

（
１
）
絶
対
説
の
場
合

絶
対
説
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
保
険
者
は
保
険
給
付
額
相
当
の
被
保
険
者
債
権
を
代
位
取
得
す
る
か
ら
、
代
位
求
償
訴
訟
に

お
け
る
保
険
者
の
代
位
額
は
、
①
被
保
険
者
債
権
額
が
〇
か
ら
保
険
給
付
額
ま
で
の
額
で
あ
る
場
合
（
被
保
険
者
の
損
害
額
が
〇
か
ら
保

険
給
付
額
を
加
害
者
過
失
割
合
で
除
し
た
額
ま
で
の
額
で
あ
る
場
合
）
に
は
、
被
保
険
者
債
権
額
を
超
え
て
保
険
者
が
代
位
取
得
す
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
被
保
険
者
債
権
額
と
な
り（
①
の
場
合
、
被
保
険
者
に
帰
属
す
る
被
保
険
者
債
権
残
額
は
な
い
）、
②
被
保
険
者

債
権
額
が
保
険
給
付
額
を
超
え
る
場
合
（
被
保
険
者
の
損
害
額
が
保
険
給
付
額
を
加
害
者
過
失
割
合
で
除
し
た
額
を
超
え
る
額
で
あ
る
場
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合
）
に
は
、
保
険
給
付
額
相
当
の
一
定
額
と
な
る
（
②
の
場
合
、
被
保
険
者
に
被
保
険
者
債
権
の
一
部
が
帰
属
す
る
）。

①
の
場
合
で
も
②
の
場
合
で
も
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
保
険
者
は
、
保
険
給
付
額
の
で
き
る
限
り
多
く
を
加
害
者
か
ら
回
収
す
る

た
め
に
、
被
保
険
者
債
権
額
が
保
険
給
付
額
以
上
と
な
る
よ
う
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
被
保
険
者
債
権
額
は
損
害
額
と
加
害

者
過
失
割
合
と
の
積
で
あ
る
か
ら
、
被
保
険
者
債
権
額
が
保
険
給
付
額
以
上
と
な
る
程
度
に
、
被
保
険
者
の
損
害
額
を
大
き
く
、
そ
の
過

失
割
合
を
小
さ
く
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
加
害
者
は
、
保
険
者
の
代
位
額
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
被
保
険
者
の
損
害
額
を
よ
り

小
さ
く
、
過
失
割
合
を
よ
り
大
き
く
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
が
加
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
に
は
②
の
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
、

被
保
険
者
に
帰
属
す
る
被
保
険
者
債
権
残
額
は
被
保
険
者
債
権
額
か
ら
保
険
給
付
額
（
保
険
者
の
代
位
取
得
分
）
を
控
除
し
た
額
と
な
る

か
ら
、
被
保
険
者
債
権
額
を
、
保
険
給
付
額
を
超
え
、
よ
り
大
き
く
主
張
す
る
こ
と
が
そ
の
利
益
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
被
保
険
者
は
、

そ
の
損
害
額
を
よ
り
大
き
く
、
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
、
加
害
者
は
そ
の
逆
の
主
張
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
絶
対
説
に
お
い
て
は
、
代
位
求
償
訴
訟
の
保
険
者
の
立
場
は
、
加
害
者
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
保
険
給
付
を

受
け
た
被
保
険
者
の
立
場
と
矛
盾
し
な
い
し
、
加
害
者
の
立
場
も
代
位
求
償
訴
訟
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
で
異
な
ら
な
い
。

（
２
）
相
対
説
の
場
合

次
に
、
相
対
説
の
場
合
、
保
険
者
は
保
険
給
付
額
の
て
ん
補
損
害
額
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
被
保
険
者
債
権
を
取
得
す
る
と
す
る
な

ら
ば
、
①
被
保
険
者
の
損
害
額
が
保
険
給
付
額
以
下
の
額
で
あ
る
場
合
、
被
保
険
者
債
権
額
を
超
え
て
保
険
者
が
代
位
取
得
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
か
ら
、
保
険
者
の
代
位
額
は
被
保
険
者
債
権
額
と
な
り（
①
の
場
合
、
被
保
険
者
に
帰
属
す
る
被
保
険
者
債
権
残
額
は
な
い
）、

②
被
保
険
者
の
損
害
額
が
保
険
給
付
額
を
超
え
る
額
で
あ
る
場
合
、
被
保
険
者
債
権
額
は
被
保
険
者
の
損
害
額
に
加
害
者
過
失
割
合
を
乗
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じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
保
険
者
債
権
算
定
の
基
礎
と
な
る
被
保
険
者
の
損
害
額
と
て
ん
補
損
害
額
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

す
れ
ば
、
保
険
者
の
代
位
額
は
保
険
給
付
額
に
加
害
者
過
失
割
合
を
乗
じ
た
も
の
（
つ
ま
り
比
例
配
分
説
の
主
張
す
る
額
）
に
等
し
く
な

る
（
②
の
場
合
、
被
保
険
者
に
被
保
険
者
債
権
の
一
部
が
帰
属
す
る
）。

①
の
場
合
、
保
険
者
の
代
位
額
は
損
害
額
と
加
害
者
過
失
割
合
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
代
位
額
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、

保
険
者
は
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
、
そ
の
損
害
額
を
よ
り
大
き
く
主
張
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
②
の
場
合
に
は
、
保
険

者
の
代
位
額
は
過
失
割
合
に
よ
っ
て
異
な
り
、
代
位
額
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
保
険
者
は
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
主
張

す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
損
害
額
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
保
険
給
付
額
以
上
の
損
害
額
の
主
張
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
害
者
は
、
①

と
②
の
場
合
を
通
し
て
、
被
保
険
者
債
権
額
が
小
さ
く
な
る
よ
う
に
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
よ
り
大
き
く
、
そ
の
損
害
額
を
よ
り
小

さ
く
主
張
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
が
加
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
②
の
場
合
、
被
保
険
者

の
残
債
権
額
は
被
保
険
者
債
権
額
か
ら
保
険
給
付
額
に
加
害
者
過
失
割
合
を
乗
じ
た
額
（
保
険
者
の
代
位
取
得
分
）
を
控
除
し
た
額
（
損

害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
う
え
で
加
害
者
過
失
割
合
を
乗
じ
た
額
、
つ
ま
り
控
除
後
過
失
相
殺
説
の
額
）
と
な
る
か
ら
、
被
保

険
者
は
、
そ
の
損
害
額
を
、
保
険
給
付
額
を
超
え
、
よ
り
大
き
く
、
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
、
加
害
者
は
、
逆

の
主
張
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

結
局
、
相
対
説
に
お
い
て
も
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
保
険
者
お
よ
び
加
害
者
の
立
場
は
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
被
保
険

者
お
よ
び
加
害
者
の
立
場
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
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（
３
）
差
額
説
の
場
合

以
上
に
対
し
て
、
差
額
説
に
お
い
て
は
、
事
情
が
異
な
る
。
差
額
説
に
よ
る
場
合
、
被
保
険
者
の
損
害
の
う
ち
、
ま
ず
被
保
険
者
過
失

部
分
の
損
害
を
保
険
給
付
で
て
ん
補
し
、
保
険
給
付
額
が
こ
れ
を
超
過
す
る
場
合
に
そ
の
超
過
額
の
限
度
で
保
険
者
は
被
保
険
者
債
権
を

代
位
取
得
す
る
。

ま
ず
、
①
被
保
険
者
の
損
害
額
が
〇
か
ら
保
険
給
付
額
ま
で
の
額
で
あ
る
場
合
、
被
保
険
者
の
損
害
は
保
険
給
付
に
よ
っ
て
全
部
て
ん

補
さ
れ
、
保
険
者
の
代
位
額
は
、
被
保
険
者
債
権
額
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
、
ま
た
そ
の
損
害

額
が
大
き
い
ほ
ど
保
険
者
の
代
位
額
は
大
き
く
な
る
。
損
害
額
が
保
険
給
付
額
以
下
の
場
合
は
、
全
部
保
険
の
場
合
と
同
じ
こ
と
で
、
絶

対
説
・
相
対
説
に
お
い
て
も
同
額
で
あ
る
。
①
の
場
合
、
被
保
険
者
に
被
保
険
者
債
権
は
残
ら
な
い
。

次
に
、
②
被
保
険
者
の
損
害
額
が
、
保
険
給
付
額
を
超
え
、
保
険
給
付
額
を
被
保
険
者
過
失
割
合
で
除
し
た
額
（
保
険
給
付
額
と
被
保

険
者
過
失
部
分
の
損
害
額
と
が
同
額
で
あ
る
場
合
）
未
満
の
額
で
あ
る
場
合
、
保
険
者
の
代
位
額
は
、
保
険
給
付
額
か
ら
被
保
険
者
過
失

部
分
の
損
害
額
を
減
じ
た
額
（
保
険
法
二
五
条
一
項
二
号
か
っ
こ
書
の
額
）
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
が
大
き
い

ほ
ど
、
ま
た
損
害
額
が
大
き
い
ほ
ど
、
保
険
者
の
代
位
額
は
減
少
す
る
。
②
の
場
合
、
被
保
険
者
に
、
損
害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除

し
た
被
保
険
者
債
権
が
帰
属
す
る
。

③
被
保
険
者
の
損
害
額
が
保
険
給
付
額
を
被
保
険
者
過
失
割
合
で
除
し
た
額
以
上
で
あ
る
場
合
（
保
険
給
付
額
が
被
保
険
者
過
失
部
分

の
損
害
額
以
下
で
あ
る
場
合
）、
保
険
者
の
代
位
取
得
は
な
い
。
③
の
場
合
、
被
保
険
者
に
被
保
険
者
債
権
全
額
が
帰
属
す
る
。

被
保
険
者
の
過
失
割
合
と
の
関
係
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
①
と
②
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
過
失
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
保
険

者
の
代
位
額
は
増
加
し
、
大
き
い
ほ
ど
減
少
す
る
か
ら
、
保
険
者
は
被
保
険
者
の
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
、
加
害
者
は
よ
り
大
き
く
主
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張
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
②
と
③
の
場
合
の
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、

②
の
場
合
の
被
保
険
者
の
残
債
権
額
は
損
害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
額
、
③
の
場
合
の
被
保
険
者
の
残
債
権
額
は
被
保
険
者
債

権
額
で
あ
り
、
③
の
場
合
に
被
保
険
者
は
そ
の
過
失
割
合
を
よ
り
小
さ
く
、
加
害
者
は
よ
り
大
き
く
主
張
す
る
か
ら
、
代
位
求
償
訴
訟
に

お
け
る
保
険
者
と
加
害
者
の
立
場
と
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
被
保
険
者
と
加
害
者
の
立
場
と
で
、
矛
盾
は
し
な
い
こ
と
に

23
）

な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
保
険
者
の
損
害
額
と
の
関
係
だ
け
に
つ
い
て
言
え
ば
、
①
の
場
合
は
、
損
害
額
が
増
加
す
れ
ば
、
保
険
者
の
代
位

額
は
〇
か
ら
保
険
給
付
額
に
加
害
者
過
失
割
合
を
乗
じ
た
額
ま
で
単
純
に
増
加
す
る
が
、
②
の
場
合
は
、
保
険
給
付
額
に
加
害
者
過
失
割

合
を
乗
じ
た
額
か
ら
〇
ま
で
単
純
に
減
少
し
、
③
の
場
合
は
〇
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
者
の
代
位
額
が
最
高
額
と
な
る
の
は
、
損

害
額
が
保
険
給
付
額
と
同
額
の
場
合
で
あ
り
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
、
保
険
給
付
額
と
同
額
の
損
害
額
を
主
張
す
る
こ
と
が
保
険
者

に
と
っ
て
最
も
有
利
に
働
き
、
保
険
給
付
額
以
下
の
よ
り
少
な
い
額
か
、
保
険
給
付
額
以
上
の
よ
り
大
き
い
額
を
損
害
額
と
し
て
主
張
す

る
こ
と
が
加
害
者
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
こ
と
に

24
）

な
る
。
設
例
１
に
お
い
て
言
え
ば
、
保
険
者
が
損
害
額
を
六
〇
と
主
張
し
、
そ
の
額
が

裁
判
所
に
よ
っ
て
損
害
額
と
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
保
険
者
の
代
位
額
は
四
二
と
な
り
、
最
高
額
と
な
る
。
加
害
者
が
損
害
額
を
二
〇
〇

以
上
と
主
張
し
、
損
害
額
が
一
〇
〇
と
認
定
さ
れ
る
場
合
、
前
述
の
と
お
り
、
保
険
者
の
代
位
額
は
三
〇
で
あ
り
、
損
害
額
が
二
〇
〇
以

上
と
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
保
険
者
の
代
位
額
は
〇
と
な
る
。

他
方
、
②
と
③
の
場
合
の
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
損
害
額
の
主
張
に
つ
い

て
は
、
被
保
険
者
に
帰
属
す
る
被
保
険
者
債
権
残
額
は
、
②
の
場
合
は
損
害
額
か
ら
保
険
給
付
額
を
控
除
し
た
額
で
あ
り
、
③
の
場
合
は

被
保
険
者
債
権
額
で
あ
る
か
ら
、
②
の
場
合
に
し
ろ
③
の
場
合
に
し
ろ
、
被
保
険
者
は
そ
の
損
害
額
を
よ
り
大
き
く
、
加
害
者
は
よ
り
小

さ
く
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
差
額
説
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
の
損
害
額
の
主
張
に
関
し
て
、
損
害
額
が
保
険
給
付
額

を
超
え
る
②
の
場
合
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
保
険
者
の
立
場
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
被
保
険
者
の
立
場
と
は
相
対
立
し
、
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加
害
者
も
、
②
の
場
合
に
は
、
両
訴
訟
が
併
合
さ
れ
て
い
な
い
と
き
、
代
位
求
償
訴
訟
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
で
矛
盾
し
た
主
張
を
せ

ざ
る
を
え
な
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
最
高
裁
平
成
二
四
年
五
月
二
九
日
三
小
判
決
の
事
案
は
、
被
保
険
者
に
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
を
支
払
っ
た
保
険
者
が
、
被

保
険
者
に
代
位
し
て
、
加
害
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
、
人
傷
基
準
差
額
説
を
主
張
す
る

保
険
者
に
対
し
て
、
裁
判
基
準
差
額
説
を
主
張
す
る
加
害
者
の
方
が
保
険
者
の
主
張
す
る
被
害
者
の
損
害
額
（
人
傷
基
準
積
算
額
）
よ
り

多
額
の
損
害
額
を
主
張
し
て
争
っ
て
い
る
。
差
額
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
逆
転
現
象
が
生
じ
う
る
。

22
）

そ
も
そ
も
保
険
給
付
額
が
て
ん
補
損
害
額
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
代
位
求
償
訴
訟
の
両
当
事
者
に
よ
る
被
保
険
者
の
損
害
額
の
主
張
の
仕

方
を
問
題
と
す
る
の
で
、
保
険
者
の
被
保
険
者
へ
の
支
払
額
が
当
事
者
の
主
張
す
る
被
保
険
者
の
損
害
額
を
超
え
る
場
合
も
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。

23
）

前
掲
注

２
）の
文
献
参
照
。

24
）

②
の
場
合
に
限
定
し
て
い
な
い
が
、
前
掲
注

２
）の
文
献
参
照
。

４

結

び

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
被
保
険
者
の
損
害
額
が
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
、

認
定
さ
れ
る
か
に
よ
り
、
保
険
者
の
代
位
額
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
考
察
し
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
損
害
額
の
主

張
と
、
保
険
給
付
を
受
け
た
被
保
険
者
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
当
事
者
の
主
張
と
を
比
較
し
て
み
た
。
絶
対
説
や
相

対
説
（
比
例
配
分
説
）
に
お
い
て
は
こ
の
間
に
矛
盾
は
な
い
が
、
差
額
説
に
お
い
て
は
、
保
険
契
約
が
実
損
て
ん
補
契
約
の
場
合
で
い
う
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と
、
損
害
額
が
、
保
険
給
付
額
を
超
え
、
保
険
給
付
額
を
被
保
険
者
過
失
割
合
で
除
し
た
額
未
満
の
額
で
あ
る
と
き
、
保
険
者
の
代
位
額

は
損
害
額
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
減
少
す
る
結
果
、
保
険
給
付
額
を
超
え
る
損
害
額
の
主
張
に
関
し
て
保
険
者
と
被
保
険
者
の
利
害
は
対
立

し
、
加
害
者
は
保
険
者
の
代
位
求
償
訴
訟
と
被
保
険
者
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
で
相
反
す
る
主
張
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
立
場
に
置
か
れ

る
と
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
け
る
そ
の
主
張
の
仕
方
に
対
す
る
社
会
的
評
価
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
保
険
者
に
と
っ
て
は
さ
ほ

ど
問
題
に
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
損
害
額
が
保
険
給
付
額
以
下
の
場
合
は
こ
こ
で
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
、
損
害
額
が
保
険
給
付
額
を

超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
場
合
だ
け
を
考
え
る
と
、
保
険
者
は
、
そ
の
場
合
に
も
、
保
険
給
付
額
と
同
額
を
被
保
険
者
の
損
害
額
と
し
て
主

張
し
、
そ
の
限
度
で
の
立
証
に
努
め
れ
ば
よ
い
だ
け
だ
か
ら
で

25
）

あ
る
。
保
険
給
付
額
の
限
度
で
損
害
額
の
立
証
に
成
功
す
れ
ば
、
そ
の
結

果
、
保
険
者
は
最
大
額
を
加
害
者
か
ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
難
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
る
の
は
、
加
害
者
側
で
あ
る
。

代
位
求
償
訴
訟
と
被
保
険
者
・
加
害
者
間
の
訴
訟
が
併
合
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
加
害
者
側
に
も
問
題
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
加
害
者

は
、保
険
者
に
対
す
る
債
務
と
被
保
険
者
に
対
す
る
債
務
と
を
合
わ
せ
て
被
保
険
者
債
権
額
だ
け
の
賠
償
債
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、

そ
の
総
額
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
被
保
険
者
の
損
害
額
を
小
さ
く
、
そ
の
過
失
割
合
を
大
き
く
主
張
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
損
害

額
の
主
張
に
関
し
て
利
害
が
対
立
す
る
の
は
、
こ
の
場
合
、
被
保
険
者
と
保
険
者
の
間
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
保
険
者
は
保
険
給

付
額
の
限
度
で
損
害
額
の
立
証
に
努
め
、
そ
れ
を
超
え
る
額
の
立
証
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
被
保
険
者
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
代
位
求
償
訴
訟
の
み
が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
、
保
険
給
付
額
と
同
額
を
被
保
険
者
の
損
害
額
と
し
て
主
張
す
る
保

険
者
に
対
し
て
、
加
害
者
は
ど
の
よ
う
に
争
う
べ
き
か
。
保
険
者
の
主
張
す
る
保
険
給
付
額
相
当
の
損
害
額
が
実
際
の
損
害
額
に
比
し
て

高
額
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
加
害
者
は
、
損
害
額
を
低
く
主
張
し
て
争
う
こ
と
で
問
題
は
な
い
（
将
来
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
被

保
険
者
と
の
訴
訟
に
お
け
る
主
張
と
も
一
致
す
る
）。
問
題
が
あ
る
の
は
、
保
険
者
の
主
張
す
る
保
険
給
付
額
相
当
の
損
害
額
が
実
際
の
損
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害
額
よ
り
低
額
で
あ
る
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
争
わ
な
か
っ
た
場
合
、
後
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
被
保
険
者
と
の
訴
訟
に
お
け
る
支
払

額
と
合
わ
せ
て
、
よ
り
多
額
の
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
リ
ス
ク
が

26
）

あ
る
。
と
は
い
え
、
保
険
者
の
代
位
額
の
み
を
考

え
て
保
険
者
の
主
張
額
よ
り
高
額
の
損
害
額
の
主
張
を
す
る
こ
と
は
、
本
来
被
保
険
者
債
権
額
を
立
証
す
べ
き
立
場
に
あ
る
保
険
者
の
主

張
す
る
損
害
額
を
超
え
る
損
害
額
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
し
、
後
に
被
保
険
者
か
ら
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
大
き
く
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
加
害
者
側
と
し
て
は
、
軽
々
に
こ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
で
あ

27
）

ろ
う
。

損
害
額
の
主
張
に
関
し
て
、
裁
判
基
準
差
額
説
を
前
提
と
す
る
場
合
の
保
険
者
側
の
対
応
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が

28
）

あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
、
差
額
説
の
下
に
お
い
て
は
、
代
位
求
償
訴
訟
に
お
い
て
難
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
加
害
者
側
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

25
）

千
葉
地
裁
平
成
二
一
年
五
月
二
七
日
判
決
（
交
通
民
集
四
二
巻
三
号
六
七
〇
頁
）
に
お
い
て
、
人
身
傷
害
補
償
保
険
金
の
支
払
い
を
し
た
原
告
保
険
者
は

支
払
保
険
金
と
同
額
の
損
害
額
を
主
張
し
、
主
張
額
と
同
額
の
損
害
額
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
被
告
加
害
者
側
は
損
害
額
に
つ
い
て
争
っ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
争
い
方
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
査
定
損
害
額
が
保
険
金
額
内
の
場
合
、
保
険
者
は
、
通
常
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
仕
方
を
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

26
）

洲
崎
・
前
掲
注

２
）は
、
こ
の
場
合
の
加
害
者
の
対
処
方
法
と
し
て
、
加
害
者
か
ら
被
保
険
者
に
対
し
て
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
う
え
で
、

代
位
求
償
訴
訟
と
の
併
合
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
被
保
険
者
が
訴
訟
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
被
保
険
者
へ
の
訴
訟
告
知
に
つ
い
て
、
古
笛
・
前
掲
注

１
）二
三
五
頁
・
二
三
六
頁
も
、
こ
れ
を
問
題
と
し
て
い
る
。

27
）

古
笛
・
前
掲
注

１
）二
三
五
頁
。

28
）

坂
東
・
前
掲
注

２
）、
佐
野
・
前
掲
注

１
）二
五
一
頁
・
二
五
二
頁
。
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